
安全運転教習車

訓練用設備の紹介

長崎自動車株式会社
（安全教育センター）

～安全・安心・信頼をお客様へ届けるために～



ポイント１，運転者自身の気づきと改善をサポート
　　　　バス運転者に求められる的確な「確認」「判断」「動作」の状況や車両の揺れ等を
　　　　客観的データで記録し省みることで、運転者自身の癖（改善すべき点）を把握
　　　　させることができ、効果的かつ納得のいく運転者指導につなげられます。

　　　　　運転者の視点の動き

　　　　　や停留状況から、運転

　　　　　中やドア操作時に適切

　　　　　な安全確認が出来て

　　　　　いるか表示します。

　　　　　走行中の各種データ・車両の揺れを

　　　　　リアルタイムで表示・記録できます。

　　　　運転席後部のモニター 運転者のアナウンス

　　　　で、リアルタイムでの が、車内に効果的に

　　　　車両動揺や車内外の 伝わる音量かどうか

　　　　様子、運転者の視線 計測し、㏈（デシベル）

　　　　動向の確認ができます。 表示します。
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ポイント２，教習の安全確保
　　　　長崎バスの路線は狭隘路や坂道、路面電車の存在など大型車経験の未熟な
　　　　教習生にはきびしい訓練環境ですが、指導員用補助ブレーキや補助ミラーを
　　　　搭載することで、走行訓練をより安全に行うことが可能となります。

　　　　

ポイント３，確認用機材の充実
　　　　車内外の乗客や歩行者等を想定した、動きや光を伴う確認用ツールを搭載。
　　　　運転者が確認すべきタイミングでそれらのターゲットを作動させることにより、
　　　　今まで診断が難しかった確認動作の適切さを、アイマークレコーダの視線測定
　　　　と併せ、安全確実に判定することが可能になります。

　　車両直前LED（白・青） 車体側面LED（白・青）

       前ドアアポロ 車内立客フラグ（通路前方・後方）
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